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こ
の
度
、
町
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
３
期
目

の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
上
富
田

町
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
、

「
花
咲
く
明
日
に
つ
な
が
る
口

熊
野
か
み
と
ん
だ
」
の
実
現

に
向
け
、
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
第

５
次
上
富
田
町
総
合
計
画
に
掲

げ
る
基
本
理
念
の
も
と
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
教
育
環
境
の

整
備
、
産
業
振
興
、
そ
し
て
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　
一
方
で
、
本
町
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
若
年
層
の
転
出
、
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
解
決

す
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　
３
期
目
と
な
る
今
期
は
、

「
明
る
く
豊
か
で
元
気
な
ひ
と

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
～
知
恵

と
創
造
の
力
を
合
わ
せ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
～
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
次
の
７
項
目
を
重
点

施
策
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
第
一
に
、
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
と
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

す
べ
て
の
子
ど
も
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
居
場
所
を
整
備
し

ま
す
。
第
二
に
、
高
齢
者
福
祉

と
健
康
づ
く
り
と
し
て
、
介
護

予
防
と
社
会
参
加
の
促
進
に
力

を
入
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
性
化
を
通
じ
て
、
高

齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。
第
三
に
、
防
災
・
減
災

の
備
え
と
し
て
、
上
富
田
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
広
域
防
災

拠
点
の
県
指
定
を
目
指
す
と
と

も
に
、
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の

安
全
・
安
心
・
生
活
を
守
り
ま

す
。
第
四
に
、
施
設
の
充
実
と

地
域
の
活
性
化
と
し
て
、
老
朽

化
が
進
む
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
必
要
な
改
修
を
実
施

し
ま
す
。
第
五
に
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
と
し
て
、
町
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
災

害
に
強
く
持
続
可
能
な
上
下
水

道
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
特
に
、

浄
水
場
や
下
水
処
理
場
、
避
難

所
等
に
接
続
す
る
管
路
の
耐
震

化
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
六
に
、
教
育
環
境
の
改
善
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
力
を

注
ぎ
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
の
役
割
も
担
う
、
上
富
田
中

学
校
の
体
育
館
の
建
て
替
え
を

早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
検

討
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
第
七

に
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務

の
最
適
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、

「
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
優

先
に
、
先
人
た
ち
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
豊
か
な
自
然
と
歴
史
・

文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
安
全
・
安
心
・
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
、

そ
し
て
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
第
３
期
目
の
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ

た
町
長
選
挙
（
１
月
25
日
投
開

票
）
は
、
20
時
か
ら
上
富
田
文

化
会
館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
票
が

行
わ
れ
、
奥
田
　
誠
氏
の
当
選

が
決
定
し
ま
し
た
。

投
票
結
果

　
当
日
有
権
者
数

　
　
　
　
　
１
２
，
９
０
３
人

　
投
票
者
数
　
７
，
６
７
４
人

　
投
票
率
　
　
59
・
47
％

開
票
結
果

　
有
効
投
票
数
　
７
，
５
８
９
票

　
当 

奥
田
　
誠
氏 

４
，２
３
８
票

　
　 

松
井
孝
恵
氏 

３
，３
５
１
票

　
無
効
投
票
数
　
85
票

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

上
富
田
町
長
選
挙
の結

果

第
３
期
目
就
任
あ
い
さ
つ

奥
田
　
　
誠

有料広告

有料広告
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人事行政の運営等の状況

○部門別職員数（各年4月1日現在）

令和6年

99人

10人

23人

132人

令和7年

100人

11人

22人

133人

○職員の初任給（令和7年4月1日現在）

○職員の研修（令和6年度）
・新規採用職員への研修のほか、能力向上のための各種研修を実施しています。

・「紀の国防災人づくり塾」防災士取得研修等に参加しています。

○職員の期末・勤勉手当（令和7年4月1日現在）　
年間　4.6月分

※職制上の段階、職務の等級による加算あり

○公務災害（令和6年度）
・公務災害　　　　　　　　　　　２件

・通勤災害　　　　　　　　　　　０件

○公平委員会の報告（令和6年度）
・勤務条件に関する措置要求　　　０件

・不利益処分への審査請求　　　　０件

○分限・懲戒処分（令和6年度）
・分限処分者数　　　　　　　　　０人

・懲戒処分者数　　　　　　　　　０人

一般行政職

大　学　卒

高　校　卒

初任給

220,000円

188,000円

○職員の平均給料・平均年齢（令和7年4月1日現在）
区　　分

一般行政職

平均給料月額

308,300円

平均年齢

38.6歳

○人件費（令和6年度普通会計決算）

○職員給与費（令和6年度普通会計決算）

（注）人件費には、職員の給与、退職手当、共済費のほか、特別職の給料および報酬等を含んでいます。

住民基本台帳人口
（令和7年3月31日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）令和5年度の
人件費率

実質収支

15,631人 8,868,673千円 78,856千円 1,128,434千円 12.7％ 14.4%

（注１）職員手当には、退職手当は含まれていません。
（注２）職員数は、令和6年4月1日現在の普通会計に属する人数です。

職員数
（Ａ）

1人当たりの給与費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費

109人 369,903千円 61,487千円 155,190千円 586,580千円

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計  （Ｂ）

5,381千円

　上富田町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、町職員の給与や職員数の状況などについて、

抜粋してお知らせします。（給与などの額は実際の手取り額ではなく、税や各保険料を控除する前の金額です。）

問総務課　庶務・危機管理班
　（⑪番窓口）☎　33-7092

○特別職の報酬等（令和7年4月1日現在）

区　分 期末手当

年間
3.45月分

720,000円

590,000円

540,000円

300,000円

260,000円

250,000円

240,000円

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

委員長

議　員

月額

一 般 行 政 部 門

特 別 行 政 部 門

公営企業等会計部門

合　　　計

部　門
職員数
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令
和
８
年
度
の
固
定
資
産
税

に
お
け
る
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
納
税
者
が
所

有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
価

格
を
他
の
土
地
・
家
屋
と
比
較

し
て
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
確

認
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
納
税
者

の
縦
覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
納
税
者
が
所
有
す
る

資
産
の
評
価
内
容
の
確
認
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
縦
覧
お
よ
び

閲
覧
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧

期
間 

４
月
１
日
～
５
月
31
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
㊏
・
㊐
・
㊗
は
除
く

場 

役
場
　
税
務
課

内 

『
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』

　
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格
（
評
価
額
）

『
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』

　
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
次
、

価
格
（
評
価
額
）

閲
覧
で
き
る
方

　
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
に
対
し
て
は

土
地
縦
覧
帳
簿
を
、
家
屋
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納

税
者
に
対
し
て
は
家
屋
縦
覧
帳

簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間 

４
月
１
日
か
ら
年
間
を
通

し
て
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
㊏
・
㊐
・
㊗
・
年
末
年
始
は

　
除
く

場 
役
場
　
税
務
課

※
縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
方
を
確

認
す
る
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
等
の
本
人

確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
の
方
は
、
必
ず
委
任

状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
代
理
人
の
本
人
確
認
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

家
屋
滅
失
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
！
　 

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
所
有
す
る
家
屋
を
令
和
７
年

12
月
末
ま
で
に
取
り
壊
し
た
方

は
、
税
務
課
で
家
屋
滅
失
の
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出

が
な
い
と
、
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
法
務
局
で
滅
失
登

記
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
は
、

税
務
課
へ
の
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
滅
失
し
た
家
屋
が
不
動
産
の

登
記
の
な
い
未
登
記
家
屋
の
場

合
は
、
必
ず
家
屋
滅
失
の
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
等
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
譲
渡
、
廃
車
、
盗
難
等

で
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
場

合
で
も
、
登
録
が
あ
れ
ば
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
３
月
31
日
ま

で
に
名
義
変
更
や
廃
車
等
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
に
は
月

割
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
軽

自
動
車
税
の
納
期
限
が
５
月
31

日
に
変
更
と
な
り
ま
す
。（
こ

れ
ま
で
は
４
月
30
日
）

※
納
期
限
が
、
㊏
・
㊐
・
㊗
の

場
合
は
、
そ
の
翌
営
業
日
が

納
期
限
で
す
。

　
上
富
田
町
で
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
の
、

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
生
活
手

段
と
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
等

に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
の
も

と
に
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
軽
自
動

車
税
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
納
期
限
ま
で
に
ご
来
庁
い

た
だ
き
、
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
減
免
の
要
件
等
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
　
課
税
班

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

令
和
８
年
度
固
定
資
産
税

縦
覧
・
閲
覧
制
度

車種 手続き先

原動機付自転車
（125cc 以下）

小型特殊自動車等
役場　税務課（34-2371）

125cc を超える
二輪車

田辺自動車整備協同組合（47-1167）
和歌山運輸支局（050-5540-2065）

軽自動車
（三輪・四輪）

田辺自動車整備協同組合（47-1167）
軽自動車検査協会和歌山事務所

（050-3816-1846）

軽
自
動
車
等
の
手
続

き
は
お
早
め
に
！ 

軽
自
動
車
税
の
減
免 

有料広告

有料広告
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の

飼
い
主
様
に
は
左
記
事
項
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
登
録
（
生
後
91
日
以
上
）

◎
狂
犬
病
予
防
接
種(

年
１
回)

◎
鑑
札
・
注
射
済
票
の
装
着

　
町
で
は
、
下
記
表
の
と
お
り

各
地
区
で
狂
犬
病
予
防
定
期
集

合
注
射
を
行
い
ま
す
。

　
ご
都
合
で
集
合
注
射
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院

に
て
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
診
療
時
間
等
く

わ
し
く
は
、
動
物
病
院
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持 ◎
狂
犬
病
予
防
注
射
接
種
通
知

書
兼
現
況
届
受
付
票

受
付
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

左
記
い
ず
れ
か
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

◎
犬
の
鑑
札

◎
指
定
登
録
機
関
発
行
の
登
録

証
明
書

※
受
付
票
が
な
い
場
合
は
、
犬

の
首
輪
等
に
鑑
札
を
付
け
て

お
り
、
目
視
で
犬
の
登
録
番

号
が
確
認
で
き
る
場
合
等
に

限
り
、
注
射
済
票
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

※
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し

た
犬
を
購
入
ま
た
は
譲
渡
さ

れ
新
し
く
飼
い
主
に
な
ら
れ

た
方
は
、
指
定
登
録
機
関
で

所
有
者
変
更
登
録
を
お
済
ま

せ
の
う
え
、
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

費 

１
匹
　 

　
　
３
２
５
０
円

〈
内
訳
〉

　
　
予
防
注
射
　
２
７
０
０
円

　
　
注
射
済
票
　
　
５
５
０
円

登
録
手
数
料
（
新
規
の
み
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
円

※
つ
り
銭
が
不
足
し
ま
す
の

で
、
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

時 ４月１６日㊍
場 上富田町内

南紀の台公民館※  9:15 ～  9:35

丹田台集会所  9:50 ～ 10:05

生馬公民館 10:15 ～ 10:30

農村環境改善センター 10:40 ～ 11:00

岡高齢者憩の家 11:15 ～ 11:25

岩田公民館 11:35 ～ 11:55

上富田町役場 12:05 ～ 12:25

狂
犬
病
予
防
定
期
集
合
注
射
‐
ご
案
内
‐

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、

保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
お

子
さ
ん
が
、
保
護
者
の
就
労
要

件
を
問
わ
ず
保
育
施
設
を
利
用

で
き
る
制
度
で
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
全
国
の
市
区
町
村
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
家
庭
と
は
異
な
る
多
様
な
体

験
や
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
、
そ
し
て

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ

保
育
者
と
関
わ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
ま
す
。

〇
実
施
場
所

　
上
富
田
町
内
・
・
・
町
立
は

る
か
ぜ
保
育
所
（
上
富
田
町
岩

田
１
６
７
４
番
地
の
１
）

　
☎
３
４
‐
２
６
１
１

〇
利
用
可
能
日
時

　
㊊
～
㊎
（
㊗
・
年
末
年
始
を

除
く
）
８
時
30
分
～
17
時

※
制
度
を
実
施
す
る
全
国
の
保

育
施
設
等
に
も
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
利
用
可
能

な
施
設
・
日
時
に
つ
い
て
は
、

こ
ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

〇
利
用
可
能
児
童

　
保
育
施
設
等
に
通
っ
て
い
な

い
０
歳
６
ヶ
月
か
ら
３
歳
未
満

ま
で
の
児
童

〇
利
用
可
能
時
間

　
こ
ど
も
１
人
に
つ
き
月
10
時

間
ま
で

※
全
国
の
一
部
の
施
設
に
よ
っ

て
は
、
利
用
可
能
時
間
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
利
用
料
金

　
１
時
間
あ
た
り
３
０
０
円

　
た
だ
し
、
次
の
世
帯
に
該
当

す
る
場
合
は
、
利
用
料
金
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

　
生
活
保
護
世
帯
…
無
料

　
住
民
税
所
得
割
の
非
課
税
世

帯
・
要
支
援
家
庭
…
１
時
間
あ

た
り
１
０
０
円

※
給
食
・
お
や
つ
の
提
供
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〇
利
用
方
法

　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、『
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
総
合
支
援
シ
ス
テ

ム
』
に
よ
り
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.daretsu
.cfa.g

o.jp/

※
上
富
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
利
用
申
請
が
必
要
で
す
。

①
利
用
申
請
→
②
親
子
面
接
→

③
登
録
認
定
→
④
利
用
日
の
事

前
予
約
→
⑤
利
用
（
利
用
は
令

和
８
年
４
月
か
ら
）

　
制
度
の
詳
細
や
、
不
明
な
点

は
こ
ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

ご
案
内
（
令
和
８
年
４
月
～
）

※新設した公民館となります。

　
国
は
、
毎
年
３
月
を
自
殺
対

策
強
化
月
間
と
定
め
、
自
殺
予

防
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
３
月
か
ら
４
月
は
、
進

学
や
進
級
、
就
職
、
転
勤
等
に

よ
り
環
境
が
変
化
し
、
心
身
に

負
担
が
か
か
り
や
す
い
時
期
で

す
。

　
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ

ま
な
い
よ
う
に
、
困
っ
た
ら
周

囲
の
人
や
各
種
相
談
機
関
に
早

め
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

～
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
～

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
身

近
な
人
の
異
変
に
気
付
き
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
も
自
殺
の

危
機
に
陥
っ
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
元
気
が
な
い
、
疲
れ
て
い
る

よ
う
だ
」
な
ど
、
身
近
な
人
の

様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と
気
付

い
た
ら
勇
気
を
持
っ
て
声
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
こ
と
が
、

自
殺
予
防
の
有
効
な
手
段
で
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
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春先の体調不良に注意！

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
）
Ⅱ
期
の
予
防
接
種

は
済
ま
せ
ま
し
た
か
？

　
定
期
予
防
接
種
の
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を
守
る

た
め
、
そ
し
て
周
囲
に
う
つ
さ

な
い
た
め
に
も
、
ま
だ
接
種
で

き
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
期
限 

３
月
31
日

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
と
は
？

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
非

常
に
感
染
力
が
強
く
、
免
疫
の

な
い
人
が
感
染
を
受
け
る
と
ほ

ぼ
１
０
０
％
発
病
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

肺
炎
や
脳
炎
を
引
き
起
し
、
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
と
は
？

　
飛
沫
感
染
に
よ
る
急
性
ウ
イ

ル
ス
性
発
疹
症
で
す
。
発
疹
、

発
熱
な
ど
の
症
状
は
比
較
的
軽

い
病
気
で
す
が
、
妊
娠
初
期
に

妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
に
ま

で
感
染
し
、
先
天
性
異
常
を
お

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
31
年
4
月
2
日
～

令
和
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方
へ

　季節の変わり目である３月は、寒暖差や環境の変化により体調を崩しやすい時期です。

この時期に現れやすい不調を見逃さず、早めの対策を心がけて春を快適に迎える準備を

していきましょう。

◆花粉症による体調不良

　３月はスギ花粉の飛散がピークを迎えます。くしゃみや鼻水、目のかゆみだけでな

く、倦怠感や頭痛、集中力の低下といった症状が現れることもあります。花粉を防ぐ

ためのマスクやメガネを着用する、外出後はうがいや洗顔を行う、室内では空気清浄

機を活用しこまめに換気を行う、症状がひどい場合は早めに医師に相談し、適切な薬

を服用するなどしましょう。

◆免疫力低下による風邪 ・感染症

　春先は免疫力が低下しやすく、風邪や感染症にかかりやすい時期でもあります。バランスの取れた食事

と十分な睡眠をとり、手洗いやうがいをすることで予防をしましょう。

～食事での工夫のポイント～
・旬の食材 ( 菜の花、いちご、キャベツなど ) を積極的に取り入れる。

・ビタミンＣやミネラルを含む食材 ( ピーマン、ブロッコリー、キャベツ、海藻類など )

を摂取し、免疫力を高める。

・発酵食品 ( ヨーグルト、納豆、味噌など ) を取り入れ、腸内環境を整える。　　など

◆自律神経の乱れによる不調

　寒暖差や気圧の変動の影響により自律神経のバランスが乱れ、疲れやストレスを感じたり、めまいや頭

痛、肩こりや不眠といった症状を引き起こしたりすることもあります。さらに、転勤、新生活の始まりな

どの「生活環境の変化」も自律神経を乱す原因になります。

～自律神経のバランスを整える３つのポイント～
①朝食は抜かない
　朝食は、寝ている間に下がった体温を上げて自律神経のバランスを整えてくれます。また、主食、主菜、

副菜を揃えて栄養バランスの良い食事を心がけることも大切です。

②軽めの運動をする
　ウォーキングや軽めのランニング、ストレッチなどがおすすめです。適度な運動はリラックス効果があ

りストレス解消にも効果的です。

③睡眠環境を整える
　睡眠の質を向上させることで、疲労回復やリラックス効果が高まります。部屋の室温や湿度、照明など、

睡眠環境を調整していきましょう。
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　　例
え
ば
・
・
・

☆
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い
？

☆
最
近
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

て
き
て
心
配
。

☆
足
が
弱
っ
て
き
て
、
身
体
が

動
き
に
く
く
な
っ
て
き
た
。

☆
悪
質
商
法
に
騙
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
お
金
の
管
理
が
難

し
く
な
っ
て
き
た
。

☆
介
護
予
防
の
教
室
に
参
加
し

た
い
。

☆
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
が

ど
う
し
た
ら
い
い
？
　
　
等

　
保
健
師
・
主
任
介
護
支
援

専
門
員
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）・
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
職
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出
張

  

南
紀
の
台

ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

時 

３
月
13
日
㊎

　
　
14
時
～
15
時
30
分
　

場 

南
紀
の
台
公
民
館

　 

多
目
的
ホ
ー
ル

　
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ
は
認
知

症
や
介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
お

話
や
相
談
、
交
流
が
で
き
る
場

と
し
て
毎
月
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
３
月
の
カ
フ
ェ
は
南
紀
の
台

公
民
館
に
出
張
し
、
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　大人が食べているものを見て、お子さんに「私も食べたい！」と言われて、「そういえばいつ頃になっ
たら食べさせてもいいの？」と迷うこともありますよね。「もうそろそろ食べられるのかな？」と思って
も注意が必要な食べものもあるので、お子さんの成長に合わせて食べさせてあげるようにしましょう。

◆ハチミツ・黒砂糖(精製度が低いもの)

　ハチミツや精製度の低い黒砂糖には、ボツリヌス菌が含まれており、1歳未満の
赤ちゃんが食べると乳児ボツリヌス症にかかることがあります。ボツリヌス菌は熱
に強いので、通常の加熱や調理では死滅しません。腸環境が整ってくる1歳になる
までは、ハチミツや精製度の低い黒砂糖、それらが入った飲料やお菓子やパンなど
を口に入れることが無いよう気をつけましょう。

◆刺身

　３歳くらいになると胃腸が生ものを消化できるようになってくるので、刺身やイ
クラなどの魚卵が食べられるようになるといわれています。生ものを食べさせる場
合は、お子さんの元気な時に、新鮮なものを少量ずつ食べさせて様子を見るように
しましょう。

◆もち・ゼリー

　よく噛んで飲み込むことができるようになって、「少しずつ噛んでね。」と大人
の話を理解できるようになってから与えるようにしましょう。飲み込む力が十分に
発達していない子どもは、ゼリーも誤って詰まらせてしまうことがあるので注意が
必要です。

◆うずら・ブドウ・ミニトマト・豆

　丸くて表面がつるつるとした喉の奥に入りやすい食材は、あらかじめ４等分して
形や大きさを変えたり、皮を取り除いたりと工夫しましょう。

気
を
つ
け
た
い

誤
嚥
・
窒
息
に
注
意 ◆ナッツ類

　固くて噛み砕くことが必要のあるナッツ類は、誤嚥・窒息のリスクがあります。
消費者庁からは５歳以下の子どもには食べさせないよう注意喚起がされています。

子育て　にこにこ広場

～乳幼児期に注意が必要な食べもの～

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

迷
っ
た
ら
ま
ず
相
談
を

-6-



　
さ
る
２
月
１
日
（
日
）、
上
富

田
町
役
場
前
を
発
着
点
と
し
て

「
第
28
回
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
全
国
各
地
か
ら
２
５
４
８

名
の
ラ
ン
ナ
ー
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
沿
道
の
観
客
や
応
援
の

方
々
を
含
め
、
大
勢
の
皆
さ
ま

で
上
富
田
町
が
活
気
に
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
会
場

周
辺
の
交
通
規
制
や
ラ
ン
ナ
ー

の
走
行
に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ

ま
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
に

よ
り
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無

事
に
大
会
を
終
了
で
き
ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
物
心
両
面
に
わ
た
り

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
各
企
業
・
関
係
団
体
の

皆
さ
ま
、
そ
し
て
早
朝
よ
り
ラ

ン
ナ
ー
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

～スタッフのみなさん～

１区担当：梅田 昇眞 ２区担当：髙橋 希子 ３区担当：講初 実里 ４区担当：中村 洸太 

５区担当：深見 大翔 ６区担当：岩﨑 夢乃　中松 芙呂里碧 ７区担当：井口 隆平 ８区担当：平 結羽

９区担当：上村 悠、山片 憲治朗 10 区担当：山本 侑哉

上富田町チーム：23 位

　さる２月８日、和歌山市において、標記大会が開催されました。北山村を除く県下 29 市町から 29 チー

ムと 13 のオープンチームの参加がありました。上富田町チームの記録は１時間 24 分 47 秒で 23 位（オー

プンチームを含めると 32 位）でした。

　当日は寒風吹きすさぶ中、選手たちは本町のタスキを肩に、他の市町の選手とともに紀三井寺競技場か

らシーサイドロードを駆け抜け、無事、和歌山県庁まで完走しました。記録は下の表のとおりです。

（上富田町ジュニア駅伝実行委員会事務局）

順
位

成　　績
第１区
(3.0km)

第 2 区
(1.7km)

第 3 区
(1.6km)

第 4 区
(1.9km)

第 5 区
(2.2km)

第６区
(1.4km)

第 7 区
(1.7km)

第８区
(2.5km)

第９区
(1.9km)

第 10 区
(3.2km)

32

1:24:47
（時：分：秒）

通過時間・
順位

（分：秒）
区間記録・

順位
※ OP 含

髙橋幸成 森 菜那 田中咲良 中村あかり 古川 龍 芝 未結 森 蒼志 横山華子 堀 恭輔 山下誠之介

11:27
39 位
11:27
39 位

19:00
37 位
7:33
32 位

25:20
36 位
6:20
18 位

33:49
33 位
8:29
26 位

42:20
35 位
8:31
38 位

48:34
36 位
6:14
35 位

55:36
34 位
7:02
21 位

1:05:47
33 位
10:11
26 位

1:13:17
32 位
7:30
28 位

1:24:47
32 位
11:30
37 位

第
28
回

紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン

開
催
の
御
礼
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※　区間順位にはオープン順位も含んでいます。

時 ３月２９日㊐　１０時開始

受 ９時１５分～１０時００分

場 上富田文化会館　２階小ホール　※駐車場あり

　和歌山県西牟婁郡上富田町朝来７５８番地の１

   ( 上富田 IC より車で５分、JR 朝来駅より徒歩 15 分 )　

費 一般２, ０００円（弁当付）、高校生１, ５００円（弁当付）

　　　　　小・中学生　無料　

　　　　　※小・中学生は、各自昼食をご用意ください。（昼休憩あり）

資 将棋の出来る方（未就学児参加可）

審 判 長 　宮本　広志　六段（上富田町出身）

参加棋士 　宮本　広志　六段　　久保　翔子　女流１級

競技方法

Ａ級（三段以上）、Ｂ級（二段～１級）、

Ｃ級（2 級以下）、小・中学生の部、

各クラス総平手で行います。予選２勝通過２敗失格。

競技時間はＡ級のみ対局時計使用 20 分秒読み 30 秒他クラス時計なし。

※但し一局１時間を目安とする。

 ( 参加者数により競技方法の変更有り。※Ｂ級決勝トーナメントは、対局時計使用

の場合あり。負けた選手は宮本六段、久保女流段による指導対局）

※指導料 1,000 円 2 局まで可。小学生無料

表　　彰 　各クラスの１位・２位に賞状と賞金（小・中学生の部は１位～３位賞品）

申込方法

「将棋大会参加」と明記し、住所、氏名、年齢、電話番号、参加クラス、学生は学校名、

学年を記入のうえ、はがき（１枚に２名まで）、FAX、E メールのいずれかで、事務局ま

でお申し込みください。

〆 ３月２３日 ㊊　　　

申 【事務局】上富田町教育委員会　社会教育班

〒 649-2192　西牟婁郡上富田町朝来 758-1

☎０７３９- ４７- ５９３０

FAX ０７３９- ４７- ４３３９

kyoiku@town.kamitonda.lg.jp　　　　主催：上富田文化会館

第８回 宮本広志杯かみとんだ将棋大会

-8-



時 

４
月
12
日 

㊐

　
　
９
時
～
15
時
（
予
定
）

場 

町
内
の
古
道
を
巡
り
ま
す
。

八
上
・
稲
葉
根
・
一
瀬
王
子
跡

～
田
中
神
社
～
大
沼
大
橋
の
板

碑
～
弘
法
の
井
戸
～
日
吉
神
社

※
時
間
の
都
合
に
よ
り
内
容
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

集 

上
富
田
文
化
会
館

費 

１
０
０
０
円

※
昼
食
は
道
の
駅
く
ち
く
ま
の

で
。
ご
持
参
く
だ
さ
っ
て
も
、

店
内
で
購
入
し
て
い
た
だ
い

て
も
大
丈
夫
で
す
。

定 

20
名

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩
崎
地

区
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

対 

町
内
の
方

申 

３
月
31
日 

㊊ 

ま
で

電
話
ま
た
は
直
接
朝
来
公
民
館

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
㊍
・
㊐
・
㊗
を
除
く
９
時
～

16
時
）

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
申
し
込
み
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
朝
来

公
民
館
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
を
友
達
追
加
し
て
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

時 

３
月
７
日 

㊏

　
　
15
時
30
分
～
16
時
30
分

場 
生
馬
公
民
館

　
箏
と
尺
八
の
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
ぜ
ひ
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

生
馬
公
民
館

☎
４
７
‐
２
８
８
１

　
12
月
21
日
、

第
４
回
親
子
教

室
と
し
て
ケ
ー

キ
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
年

間
５
回
開
催
の
親
子
教
室
で
す
。

毎
年
一
番
参
加
が
多
い
人
気
の

教
室
で
、
今
年
は
約
57
名
の

親
子
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
年
も
３
名
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
年
参
加
し
て
く
れ
て
い
る

親
子
も
多
く
、
皆
さ
ん
手
際
よ

く
作
業
を
進
め
、

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
工
夫
を
凝
ら
し

た
28
個
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
ケ
ー
キ
が

１
時
間
余
り
の
短

時
間
で
見
事
完
成

し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
出
来
栄
え
も

素
晴
ら
し
く
、
上
達
ぶ
り
に
驚

く
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
間
で
の
協
力
や
教
え

合
い
も
あ
り
、
親
睦
も
深
ま
り

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
上
富
田
町
中
央
公
民
館
と
囲

碁
サ
ー
ク
ル
主
催
の
新
春
囲
碁

大
会
が
、
去
る
２
月
８
日
に
市

ノ
瀬
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
31
名
の
参
加
が
あ
り
、

碁
盤
を
囲
ん
だ
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
に
お
け
る
上
位
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

Ａ
級
（
四
～
六
段
）

　
　
優
　
勝
　
横
沢 
宏
正

　
　
準
優
勝
　
新
谷 

昭
吾

　
　
３
　
位
　
小
森 

修

Ｂ
級
（
三
級
～
三
段
）

　
　
優
　
勝
　
鈴
木 

宏
明

　
　
準
優
勝
　
塩
見 

常
雄

　
　
３
　
位
　
瀬
戸 

英
男

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

古
道
め
ぐ
り

朝
来
公
民
館

箏
と
尺
八
の
演
奏
会

生
馬
公
民
館

新
春
囲
碁
大
会 

盛
会
に
終
わ
る

第
４
回 

親
子
教
室

ケ
ー
キ
づ
く
り

生
馬
公
民
館

　読み聞かせボランティアかみふうせんによ

るおはなし会です。

　絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなど

をします。

　みんなで楽しい時間を過ごしましょう。

　 ３月21日 ㊏　13時30分～14時
　 上富田町立図書館

※状況により変更・

　中止の場合があります。

図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

＜今月のベストテン＞

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

科学的に証明されたすごい習慣大百科

               

変な地図　　　　　　              

成瀬は都を駆け抜ける              

分水 隠蔽捜査11　　               

神の蝶、舞う果て　　              

暁星　　　　　　　　              

イン・ザ・メガチャーチ

叫び　　　　　　　　              

時の家　　　　　　　              

カフェーの帰り道　                

堀田 秀五    

雨穴　　　　　

宮島 未奈　　

今野 敏　　　

上橋 菜穂子　

湊 かなえ　　

朝井 リョウ 

畠山　丑雄　

鳥山 まこと　

嶋津 輝　　　

SBクリエイティブ

　　　　 双葉社

　　　　  新潮社

　　 　　新潮社

　　　　  講談社

　　　　 双葉社

日本経済新聞出版

　　　　　新潮社

　　　　　講談社

　　　東京創元社

時

場

＜春のおはなし会＞＜春のおはなし会＞＜春のおはなし会＞＜春のおはなし会＞
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無
理
に
行
っ
て
も
楽
し
く
な
い

け
ど
断
る
勇
気
が
な
い

行
き
た
く
な
い
け
ど
断
っ
た
ら

「
き
ら
わ
れ
そ
う
」

と
か
思
っ
て
い
る
時
点
で

断
る
勇
気
が
な
い

み
ん
な
対
等
で

そ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ち
ゃ
ダ
メ

自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
言
え
る

自
分
に
な
り
た
い

断
る
勇
気

　

上
富
田
中
学
校
３
年

森も
り　

滉ひ
ろ
と人

（
投
稿
歓
迎
）

修
女
先
生 

幼
児
教
育
に 

六
十
年

　
　
　
群
馬
に
帰
る 

さ
び
し
き
背
中
　
　
稗
田
　
満
代

染
み
込
み
ぬ 

君
の
優
し
さ
は 

佇
み
し

　
　
　
冬
枯
れ
の
野
の 

優
し
さ
に
似
て
　
稲
田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

　

学
校
紹
介　
　
　

市
ノ
瀬
小
学
校

「
高
齢
者
カ
フ
ェ
を
学
校
で
　
ま
ち
か
ど
小
学
校
」

　
市
ノ
瀬
小
学
校
で
は
令
和
６

年
度
か
ら
、
上
富
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
高
齢
者

と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
「
ま

ち
か
ど
小
学
校
」
を
毎
月
１
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
各
地
で
開
か
れ
て
い
る

高
齢
者
の
「
ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ
」

は
、
市
ノ
瀬
地
区
に
も
７
ヵ
所

あ
り
ま
す
。
そ
の
カ
フ
ェ
を
「
ぜ

ひ
市
ノ
瀬
小
学
校
で
も
開
い
て

ほ
し
い
」
と
社
会
福
祉
協
議
会

へ
相
談
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
も
と
も
と
市
ノ
瀬
は
、
学
校

と
地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
盛

ん
な
地
域
で
す
。
例
え
ば
、
長

年
登
校
時
の
見
守
り
活
動
を
続

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が
お

り
、
お
じ
さ
ん
を
見
か
け
る
と

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
あ
、
〇
〇

の
お
っ
ち
ゃ
ん
や
！
」
と
声
が

あ
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
「
顔

が
見
え
る
交
流
」
が
も
っ
と
で

き
な
い
か
と
考
え
た
の
が
、
開

催
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
当
日
は
午
前
10
時
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
約
15
分
の
休
み

時
間
で
す
が
、
社
会
福
祉
協
議

後
継
ぎ
の
な
き
畑
な
れ
ど
梅
を
接
ぐ

朽
杭
に
頭
集
め
て
か
へ
る
の
子

夕
風
に
落
花
を
急
ぐ
王
子
道

一
畝
の
畑
啄
み
て
春
の
鳥

畑
を
打
つ
だ
け
が
取
り
柄
と
姉
の
言
ふ

く
る
く
る
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
包
み
解
き
て
春

お
ぼ
ろ
月
竹
薮
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
か
な

岬
長
く
浮
か
せ
て
春
の
海
平
　
　
　
　

引
き
潮
に
此
処
ぞ
と
忙
し
海
苔
搔
き
女

春
隣
い
つ
も
五
人
の
作
業
台
　
　
　
　

だ
れ
と
な
く
母
を
語
る
や
雛
の
間
　
　

御
忌
法
会
座
上
で
拝
す
来
迎
図

城
戸
　
杉
生

射
場
　
典
子

岡
本
美
恵
子

片
倉
美
智
子

出
羽
智
香
子

宮
内
　
信
子

出
羽
　
鶴
枝

本
西
満
穂
子

山
根
八
栄
子

和
田
　
厚
子

山
本
　
陽
子

木
村
　
圀
夫

会
の
方
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ

た
オ
セ
ロ
や
輪
投
げ
な
ど
の
ゲ

ー
ム
を
、
大
人
も
子
ど
も
も
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
す
。
わ

ず
か
15
分
ほ
ど
の
交
流
で
す
が
、

時
に
は
授
業
を
参
観
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
か
け
算
の
九
九

を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
教
室
に
戻
っ

た
あ
と
は
、
大
人
た
ち
の
カ
フ

ェ
タ
イ
ム
で
す
。
次
回
の
日
程

を
相
談
し
た
り
、
雑
談
に
花
を

咲
か
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　「
ま
ち
か
ど
小
学
校
」
と
い
う

名
前
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
場
が
大
人
の
方
々
の
「
学
習

の
場
」
に
も
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
以
上
な
い
素

敵
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
３
年
生
の
社
会
科
「
昔
の
く

ら
し
」
の
授
業
で
は
、
七
輪
体

験
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し

た
。
杉
柴
を
拾
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
手
作
り
の
火
吹
き

竹
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
、
マ
ッ
チ
で
の
火
お
こ
し
か

ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　
開
催
日
程
は
学
校
だ
よ
り
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
方
も
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に 

　「
ま
ち
か
ど
小
学
校
」
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

昨年の 3 年生（オセロゲーム）
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１
月
10
日
に
、
20
名
の
参
加

で
キ
ム
チ
作
り
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
昨
年

岩
田
公
民
館
が
開
催
し
、
大
好

評
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今

回
は
市
ノ
瀬
公
民
館
で
の
開
催

を
企
画
し
ま
し
た
。
講
師
は
昨

年
と
同
じ
谷
本
裕
美
さ
ん
で
す
。

　
レ
シ
ピ
は
、
家
庭
で
作
り
や

す
い
も
の
を
試
行
錯
誤
し
て
作

り
上
げ
た
谷
本
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
レ
シ
ピ
で
す
。
工
程
は
、

白
菜
の
下
準
備
、
ヤ
ン
ニ
ョ
ム

作
り
、
仕
上
げ
で
す
。

　
キ
ム
チ
の
主
役
は
白
菜
で
す
。

白
菜
は
こ
の
時
期
が
お
い
し
い

と
い
う
こ
と
で
１
月
の
開
催
と

な
り
、
谷
本
さ
ん
が
育
て
た
白

菜
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
白
菜
の
下
準
備
は
、
一
口
サ

イ
ズ
に
切
り
、
白
い
軸
の
部
分

の
重
さ
の
６
％
の
塩
と
和
え
て
、

樽
に
入
れ

重
石
を
乗

せ
ま
す
。

　
漬
け
て

い
る
間
に

ヤ
ン
ニ
ョ

ム
作
り
で

す
。
こ
だ

わ
り
食
材

は
、
イ
ワ

シ
エ
キ
ス
や
ハ
チ
ミ
ツ
だ
そ
う

で
、
ほ
か
の
食
材
と
一
緒
に
ミ

キ
サ
ー
に
か
け
て
ペ
ー
ス
ト
状

に
し
ま
す
。
そ
れ
に
唐
辛
子
と

キ
ム
チ
糊
、
ニ
ラ
、
人
参
・
大

根
の
千
切

り
を
加
え

て
混
ぜ
ま

す
。
す
る

と
キ
ム
チ

特
有
の
香

り
が
部
屋

い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
白
菜
が
し
ん

な
り
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
水
洗

い
し
、
白
菜
と
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
を

混
ぜ
合
わ
せ
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
味
見
を
し
、
辛
さ
を
調
整

す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
白
菜
１
玉
分
を
４
人
で
分
け

て
、
ジ
ッ
パ
ー
付
き
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
冷

蔵
庫
で
４
日
寝
か
す
と
食
べ
頃

に
な
る
そ
う
で
す
。

　
11
月
17
日
、
今
年
度
の
史
跡

め
ぐ
り
を
開
催
し
、
奈
良
県
橿

原
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は

36
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
橿
原

神
宮
で
す
。
日
本
最
古
の
正
史

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
日

本
建
国
の
地
と
記
さ
れ
た
橿
原
。

神
武
天
皇
が
、
豊
か
で
平
和
な

国
づ
く
り
を
目
指
し
て
橿
原
宮

を
創
建
さ
れ
た
場
所
で
す
。
到

着
後
の
自
由
参
拝
で
は
、
神
木

に
囲
ま
れ
た
静
か
な
時
間
の
中

で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
心
身

が
清
め
ら
れ
る
よ
う
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
参
拝
後
は
「
柿
の
葉
ず
し 

ヤ

マ
ト
」
へ
移
動
し
、
奈
良
名
物

の
柿
の
葉
ず
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
買
い
物
タ
イ
ム
で
は
、

お
土
産
に
柿
の
葉
ず
し
を
た
く

さ
ん
買
い
求
め
る
微
笑
ま
し
い

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
「
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ

て
い
る
今
井
町
を
訪
れ
、
今
西

家
住
宅
を
見
学
し
ま
し
た
。
今

西
家
は
代
々
、
今
井
町
の
「
惣そ

う

年と

し

寄よ

り

」
の

筆
頭
と
し

司
法
・
行

政
を
担
っ

て
き
た
家

柄
で
す
。

住
宅
内
部

に
あ
る
広

い
土
間
は
、
か
つ
て
「
お
白し

ら

す洲

（
裁
き
の
場
）」
と
し
て
も
使
わ

れ
て
お
り
、
罪
人
を
閉
じ
込
め

た
「
い
ぶ
し
牢
」
も
当
時
の
ま

ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　
見
学
後
は
５
つ
の
班
に
分
か

れ
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
解
説
と
と

も
に
町
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
街

並
み
に
触
れ
、
歴
史
に
浸
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
保
存
地
区

は
東
西
約
６
０
０
ｍ
、
南
北
約

３
１
０
ｍ
と
全
国
最
大
規
模
を

誇
る
た
め
、
１
時
間
の
散
策
で

は
足
り
な
か
っ
た
よ
う
で
、
参

加
者
か
ら
は
「
も
う
少
し
時
間

が
ほ
し
か
っ
た
」「
ぜ
ひ
ま
た

訪
れ
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
古
き
良
き
文
化
を
知

り
、
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
素

晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
19
日
、
岩
田
大
坊
在
住

の
天
野
美
幸
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
16
名
が
参
加
す
る
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
ネ
ッ
ト
の
料
理
動
画

を
参
考
に
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
と

講
師
の
解
説
を
組
み
合
わ
せ
て

進
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
「
極
上
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
」
と
「
お
は
ぎ
２
種
」。

今
回
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
の
ポ
イ

ン
ト
は
挽
肉
を
し
っ
か
り
焼
く

と
こ
ろ
で
、
参
加
者
は
動
画
で

色
合
い
な
ど
を
熱
心
に
確
認
し

て
い
ま
し
た
。「
お
は
ぎ
２
種
」

で
は
、
も
ち
米
の
つ
ぶ
し
具
合

が
難
し
く
ま
と
め
に
く
か
っ
た

の
で
す
が
、
あ
ん
こ
は
有
名
な

「
御
座
候
」
の
も
の
な
の
で
味

は
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
完
成
し
た
料
理
を
手
に
、
参

加
者
か
ら
は
「
分
か
り
や
す
く

て
楽
し
か
っ
た
」
と
好
評
で
し

た
。

キ
ム
チ
作
り
教
室

市
ノ
瀬
公
民
館

  

史
跡
め
ぐ
り

   

～
奈
良
県
橿
原
市
～

生
馬
公
民
館

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
先
生
に
学
ぶ

実
験
的
お
料
理
サ
ロ
ン

岩
田
公
民
館
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特
　
選

 

【 

小
学
校 

】　

あ
お
む
し
が
や
ま
を
み
よ
う
と
せ
の
び
す
る

　
　
生
馬
小
　
１
年
　
よ
し
だ
　
け
い
た

夏
の
山
て
っ
ぺ
ん
め
ざ
し
あ
と
少
し

　
　
岩
田
小
　
２
年
　
か
み
ぞ
の
　
い
つ
生

帰
れ
な
い
つ
な
み
け
い
ほ
う
夏
旅
行

　
　
朝
来
小
　
３
年
　
下
川
　
し
ん
じ
ろ
う

あ
さ
が
お
の
元
気
に
の
び
る
長
い
つ
る

　
　
朝
来
小
　
４
年
　
谷
上
　
ま
ゆ

せ
み
の
声
負
け
じ
と
弾
く
よ
課
題
曲

　
　
朝
来
小
　
５
年
　
工
藤
　
絢
斗

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
た
れ
て
し
み
る
汗
な
み
だ

　
　
朝
来
小
　
６
年
　
稲
本
　
旺
佑

特
　
選

【 

中
学
校 

】 

あ
か
と
ん
ぼ
つ
い
て
い
っ
た
ら
そ
こ
は
そ
ら

　
　
上
富
田
中
　
１
年
　
岩
本
　
叡
知

前
向
き
な
向
日
葵
今
日
も
空
を
見
る

　
　
上
富
田
中
　
２
年
　
横
出
　
陽
菜
多

し
ま
う
ま
の
模
様
の
よ
う
な
日
焼
け
か
な

　
　
上
富
田
中
　
３
年
　
三
栖
　
颯
平

入
　
選

【 

小
学
校 

１
年
生
の
部
】

か
ち
ゅ
う
し
ゃ
が
ぴ
か
ぴ
か
ひ
か
る
お
ま
つ
り
で

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
な
か
　
あ
や
か

あ
か
る
く
て
ひ
ま
わ
り
み
た
い
せ
ん
せ
い
は

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
か
ど
　
ゆ
う
ま

か
き
ご
お
り
あ
ま
い
か
お
り
に
つ
つ
ま
れ
た

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
た
ぶ
せ
　
ひ
よ
り

な
つ
や
さ
い
に
わ
で
げ
ん
き
に
そ
だ
っ
て
る

　
　
　
　
　
岡
小
　
　
て
び
ら
　
な
の
は

な
つ
や
す
み
お
も
い
で
ぜ
ん
ぶ
た
か
ら
も
の

　
　
　
　
　
市
ノ
瀬
小
　
向
井
　
悠
莉

入
　
選

【 

小
学
校 

２
年
生
の
部 

】

ゆ
う
だ
ち
は
あ
っ
ち
は
れ
て
て
こ
っ
ち
雨

　
　
　
　
　
岩
田
小
　
　
山
下
　
桜
子

ど
っ
か
ん
と
花
火
で
耳
が
こ
わ
れ
そ
う

　
　
　
　
　
岩
田
小
　
　
山
下
　
れ
い
じ

ど
は
く
り
ょ
く
か
さ
の
せ
い
れ
つ
あ
わ
お
ど
り

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
千
葉
　
心
陽

す
い
か
わ
り
め
か
く
し
し
た
ら
ま
い
ご
だ
よ

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
福
田
　
く
の
ん

行
れ
つ
だ
ど
こ
ま
で
つ
づ
く
あ
り
の
み
ち

　
　
　
　
　
市
ノ
瀬
小
　
大
木
や
　
あ
き
ひ
と

入
　
選

【 
小
学
校 

３
年
生
の
部 

】

せ
の
た
か
い
ヒ
マ
ワ
リ
み
つ
け
せ
い
く
ら
べ

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
さ
さ
木
　
し
ゅ
う
ご

夏
休
み
大
仏
の
は
な
く
ぐ
っ
た
よ

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
東
山
　
ほ
の
か

池
の
中
き
ょ
う
だ
い
め
だ
か
か
く
れ
ん
ぼ

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
高
岸
　
さ
ら

盆
踊
り
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
お
ど
ろ
う
よ

　
　
　
　
　
生
馬
小
　
　
上
地
　
楓
夏

げ
ん
か
ん
が
ぼ
く
の
か
ぶ
と
む
し
け
ん
き
ゅ
う
所

　
　
　
　
　
市
ノ
瀬
小
　
さ
こ
　
歩
む

入
　
選

【 

小
学
校 

４
年
生
の
部
】

夏
の
宵
ひ
と
き
わ
め
だ
つ
大
三
角

　
　
　
　
　
岩
田
小
　
谷
本
　
結
奏

水
遊
び
か
け
て
か
け
て
と
大
バ
ト
ル

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
芝
　
未
結

夏
休
み
ア
イ
ス
み
た
い
に
と
け
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
福
田
　
李
音

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
お
ど
り
た
く
な
る
お
花
だ
よ

　
　
　
　
　
岡
小
　
　
大
石
　
蒼

夏
休
み
母
と
工
作
初
ミ
シ
ン

　
　
　
　
　
市
ノ
瀬
小
　
小
西
　
千
愛

入
　
選

【 

小
学
校 

５
年
生
の
部 

】

友
の
声
つ
な
ぐ
ボ
ー
ル
に
汗
光
る

　
　
　
　
　
岩
田
小
　
　
神
屋
　
渉

梅
雨
空
に
時
忘
れ
読
む
本
の
山

　
　
　
　
　
岩
田
小
　
　
瀬
戸
　
悠
楽

夏
色
に
そ
ま
っ
た
私
は
小
麦
色

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
笠
中
　
す
み
れ

夏
休
み
宿
題
と
ぼ
く
の
お
に
ご
っ
こ

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
清
水
　
遥
馬

点
々
と
輝
く
ほ
た
る
は
川
の
星

　
　
　
　
　
市
ノ
瀬
小
　
嶝
　
明
香
里

入
　
選

【 

小
学
校 

６
年
生
の
部 

】

あ
じ
さ
い
に
水
が
し
た
た
る
青
い
雨

　
　
　
　
　
岩
田
小
　
　
大
江
　
京
佑

水
鉄
砲
大
熱
戦
の
銃
げ
き
戦

　
　
　
　
　
岩
田
小
　
　
山
本
　
陸
斗

水
し
ぶ
き
あ
た
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
那
智
の
滝

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
田
上
　
夏
暉

夏
祭
り
必
死
に
探
す
最
後
尾

　
　
　
　
　
朝
来
小
　
　
福
田
　
莉
音

だ
る
ま
寺
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
ま
い
お
り
る

　
　
　
　
　
市
ノ
瀬
小
　
中
川
　
晴
陽

入
　
選

【 

中
学
校 

１
年
生
の
部 

】

何
日
目
蝉
の
鳴
き
声
ま
だ
元
気

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
岡
本
　
雛

熱
心
に
光
を
は
な
つ
恋
蛍

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
相
馬
　
祐
希

汗
だ
く
で
部
活
終
わ
り
に
川
に
飛
ぶ

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
溝
端
　
慶
真

毎
日
を
が
ん
ば
っ
た
分
日
焼
け
濃
く

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
塩
地
　
健
伸

ま
夏
の
日
手
が
と
ど
き
そ
う
な
青
い
空

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
中
島
　
美
桜

入
　
選

【 

中
学
校 

２
年
生
の
部 

】

僕
は
ま
た
Ｋ
Ｏ
さ
れ
た
炎
天
下

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
梅
本
　
剛
志

も
う
一
度
祖
父
と
聞
き
た
い
風
鈴
を

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
宮
本
　
瑛
生

夏
休
み
体
育
館
の
主
に
な
る

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
酒
井
　
遼
太
郎

夏
野
菜
祖
母
と
一
緒
に
収
穫
だ

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
野
田
　
茉
優

炎
天
下
か
げ
を
さ
が
し
て
歩
い
て
く

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
米
谷
　
柊

入
　
選

【 

中
学
校 

３
年
生
の
部 

】

赤
い
ほ
お
鏡
に
う
つ
る
日
焼
け
か
な

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
樫
本
　
俐
乃

万
博
で
世
界
旅
行
の
夏
休
み

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
須
本
　
光
咲

空
晴
れ
て
僕
と
ひ
ま
わ
り
明
日
を
向
く

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
辻
岡
　
悠
人

一
斉
に
入
道
雲
の
大
移
動

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
中
井
　
晶
洋

花
火
散
る
闇
に
ひ
と
と
き
星
あ
か
り

　
　
　
　
　
上
富
田
中
　
溝
野
　
樹
理

第
47
回

上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
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『
第
５
次
上
富
田
町
総
合
計
画

後
期
計
画
（
案
）』
と
『
第
３
期

上
富
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
（
案
）』
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　「
本
町
に
お
け
る
将
来
像
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本

方
針
を
ま
と
め
た
最
上
位
計
画
」

と
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
10

年
間
の
期
間
を
策
定
し
た
『
第

５
次
上
富
田
町
総
合
計
画
』
の

前
期
５
年
間
の
期
間
が
終
了
し
、

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

ま
で
の
後
期
計
画(

案)

を
作

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、「
人
口
減
少
の
克
服
と

地
域
活
性
化
に
向
け
た
重
点
戦

略
」
と
し
て
、
令
和
８
年
度
か

ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
実
行
計

画
で
あ
る
「
第
３
期
上
富
田
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
案
も
作
成
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
い
ず
れ
の
案
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
伺

う
た
め
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト(

意
見
募
集)

を
実
施
し

ま
す
。

　
資
料
公
開
・
意
見
の
提
出
期

間
・
応
募
資
格
・
提
出
方
法
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
富
田

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

振
興
課
企
画
・
商
工
観
光
班

(

⑧
番
窓
口)

☎
３
４
‐
２
３
７
０

有料広告 有料広告

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 3 月 12 日・26 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など

①
屋
内
・
屋
外
の
蛇
口
を
す
べ

て
閉
め
ま
す
。
②
水
道
メ
ー
タ
ー

を
確
認
し
ま
す
。
③
パ
イ
ロ
ッ

ト
（
銀
色
の
玉
）
が
回
っ
て
い

れ
ば
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
漏
水
の
修
繕
は
お
客
様
の
ご

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
指

定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
　

　
家
を
長
期
間
不
在
に
さ
れ
る

場
合
は
、
中
止
手
続
き
を
さ
れ

る
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
お
く

と
、
万
が
一
漏
水
し
て
も
被
害

が
抑
え
ら
れ
て
安
心
で
す
。

問 

上
下
水
道
課
　
業
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

各
様
式

↓ 

　

指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者

↓
　 
　

給
水
使
用
開
始
届 

　
転
入
や
転
居
等
に
よ
り
、
水

道
を
使
い
始
め
る
と
き
。
使
用

者
が
変
わ
る
場
合
は
、
名
義
変

更
届
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
給
水
開
始
時
に
は
原

則
立
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

給
水
使
用
中
止
届

　
転
出
や
転
居
等
に
よ
り
、
水

道
を
使
わ
な
く
な
る
と
き
。

　
中
止
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

実
際
に
使
用
さ
れ
な
く
て
も
基

本
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

名
義
変
更
届

　
売
買
、
賃
貸
物
件
へ
の
入
居
、

水
道
名
義
人
死
亡
等
に
よ
り
、

水
道
の
使
用
者
や
所
有
者
が
変

わ
る
と
き
。

用
途
変
更
届

　
住
宅
を
改
築
し
て
お
店
を
開

く
、
お
店
を
閉
め
て
自
宅
と
し

て
使
用
す
る
等
、
水
道
の
使
用

用
途
が
変
わ
る
と
き
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

※
各
手
続
き
は
、
電
話
で
は
受

け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
印

鑑
と
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
賃
貸
物
件
の
場
合
は
、
所
有

者
（
大
家
・
管
理
人
等
）
の

記
名
押
印
が
必
要
で
す
。

※
開
始
中
止
作
業
は
、
開
庁
時

間
内
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か

水
道
に
関
す
る
手
続
き

～
忘
れ
ず
届
け
ま
し
ょ
う
～

水道メーター
（パイロット）

有料広告 有料広告
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お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
３
月
１
日
㊐
か
ら
３
月
７
日

㊏
ま
で
の
７
日
間
、
春
の
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
防
火
防
災
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災

の
発
生
を
防
ぎ
、
尊
い
命
と
貴

重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
市
ノ
瀬
汗
川
地
内
に
お
い
て
、

上
富
田
町
消
防
団
第
四
分
団
が
、

上
富
田
分
署
と
合
同
で
林
野
火

災
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

●
防
火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

　
は
る
か
ぜ
保
育
所
、
岩
田
幼

稚
園
、
く
ま
の
の
森
こ
ど
も
園

の
園
児
ら
が
、
近
隣
の
方
々
に

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
る
た
め
、

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

●
防
火
対
象
物
の
立
入
検
査

　
町
内
に
あ
る
事
業
所
等
に
消

防
職
員
が
立
ち
入
り
、
消
防
用

設
備
等
の
管
理
お
よ
び
防
火
管

理
の
状
況
等
に
つ
い
て
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
春
先
は
山
火
事
が
発
生
し
や

す
い
時
期
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥

し
、
風
も
強
い
気
象
条
件
に
加

え
、
山
で
は
枯
葉
や
枯
草
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火

災
が
発
生
・
拡
大
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

（
和
輝
・
亜
美
）

（
十
哉
・
夏
歩
）

（
京
祐
・
穂
花
）

（
速
人
）　
　
　

（
力
・
梓
未
）　

（
智
教
・
美
紅
）

朝

来

朝

来

市
ノ
瀬

上
富
田
町

下
鮎
川

市
ノ
瀬

大お
お
た
に谷

　
冬と
わ羽

竹た
け
な
か中

　
晴は
る琉

江え
ど戸

　
　
枢
か
な
め

北き
た
も
と本

　
大や
ま
と和

田た
な
べ邊

　
　
成な
る

谷た
に
は
た畑

　
陽ひ
な
た奏

朝

来

朝

来

岩

田

市
ノ
瀬

市
ノ
瀬

市
ノ
瀬

坪
内
　
テ
ル

山
本
　
　
正

福
田
ち
よ
子

古
久
保
寿
光

池
田
　
安
英

吉
川
　
久
次

85
歳

90
歳

95
歳

49
歳

85
歳

81
歳

中
戸
　
奎
介

石
井
　
里
沙

白
浜
町

上
富
田
町

｛

尾
﨑
　
　
匠  

山
本
　
智
美

上
富
田
町

上
富
田
町

｛

上
富
田
町
届
出
（
1
月
分
）

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・

救
助
）
は
、

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

住宅防火
いのちを守る
10 のポイント

詳細はこちら
（消防庁パンフレット）

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

◆
納
期
限
　

　
３
月
31
日
㊋

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
班

（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

３
月
13
日
㊎

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

３
月
19
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
福
祉
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

田辺市消防本部
公式キャラクター

ちょうたん隊長

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　  

全
国
統
一
防
火
標
語

『
急
ぐ
日
も

　  

足
止
め
火
を
止
め

　             

準
備
よ
し
』

　  

全
国
統
一
防
火
標
語

『
急
ぐ
日
も

　  

足
止
め
火
を
止
め

　             

準
備
よ
し
』

春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動

　
　

期
間
中
の
主
な
行
事

山
火
事
予
防
に
も

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

前月比
総 数 15,648 人 -19

男 性 7,483 人 -8

女 性 8,165 人 -11

世帯数 7,637 世帯 -16

上富田町の人口と世帯数
令和8年 1月末現在
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.697

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

田
辺
消
防
署

　
　
上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
田
辺
市
と
上
富
田
町
を
管
轄
す
る

「
田
辺
市
消
防
本
部
」、
白
浜
町
と
す

さ
み
町
を
管
轄
す
る
「
白
浜
町
消
防

本
部
」、
串
本
町
と
古
座
川
町
を
管

轄
す
る
「
串
本
町
消
防
本
部
」
と
「
日

高
広
域
消
防
事
務
組
合
」（
美
浜
町
、

由
良
町
、
日
高
町
、
印
南
町
、
み
な

べ
町
、
日
高
川
町
で
構
成
）
の
12
市

町
４
消
防
本
部
に
よ
る
指
令
共
同
運

用
を
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
本
格

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
４
消
防
本
部
が
管
轄
す
る
約
17
万

人
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
を
一
括
で

受
け
付
け
、
情
報
の
一
括
管
理
と
指

揮
命
令
系
統
の
統
一
に
よ
り
、
隣
接

す
る
地
域
の
災
害
に
も
迅
速
に
連
携

し
た
対
応
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
１
１
９
番
通
報
集
中
時
の
受
信
・

処
理
能
力
の
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
共
同
運
用
に
よ
る
消
防
署

の
位
置
や
管
轄
区
域
が
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
市
町
の
そ
れ

ぞ
れ
の
消
防
署
か
ら
出
動
し
ま
す
。

　
和
歌
山
南
広
域
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
火
災
や
交
通
事
故
等

の
災
害
現
場
や
、
救
急
車
が
必
要
な

方
の
く
わ
し
い
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

　
１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
と

は
、
従
来
の
音
声
の
み
の
１
１
９
番

通
報
だ
け
で
な
く
、
通
報
者
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
て
災
害
現
場
な

ど
の
映
像
情
報
を
加
え
る
こ
と
で
、

言
葉
で
は
伝
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
詳
細
な
現
場
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
指
令
セ
ン
タ
ー
で
確
認
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
映
像
に
よ
り
正
確
な
現
場
の
位
置

や
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
迅
速

な
消
防
・
救
急
活
動
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通
報
者
に

対
し
て
的
確
な
支
援
や
指
示
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
応
急
手
当
が
分
か
ら
な
い

場
合
に
お
い
て
、
通
報
者
が
、
指
令

セ
ン
タ
ー
か
ら
送
信
さ
れ
た
心
肺
蘇

生
法
等
の
動
画
を
見
な
が
ら
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
通
報
者
に
対
し
て
適
切
な
応
急
手

当
の
方
法
な
ど
を
映
像
で
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
救
命
率
の
向
上

や
被
害
の
軽
減
、
的
確
な
現
場
活
動

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
住
民
の
皆
さ
ま
へ
ご
協
力
の
お
願
い

　
１
１
９
番
通
報
の
際
、
指
令
セ
ン

タ
ー
員
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
救

急
や
火
災
な
ど
の
現
場
状
況
を
映
像

通
報
シ
ス
テ
ム
で
送
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
通
報
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
し

ま
す
の
で
、
通
報
者
は
受
信
し
た

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
添
付
さ
れ

て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
し
利
用
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
設
定
や
通
信

環
境
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
映
像
送
信
に
か
か
る
通
信
料
は
、

通
報
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
利
用
詳
細
の
手
順
は
、
田
辺
市
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
南
広
域消

防
指
令
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
３
４
‐
３
１
１
９

和
歌
山
南
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

本
格
運
用
開
始

田辺市消防本部
公式キャラクター
ちょうたん隊長

『
１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
』も 

　

 

令
和
８
年
４
月
１
日 
か
ら

　
　
　
　
　

運
用
開
始
し
ま
す


